
解答　線分をとし，次の～の場合に分けて考える。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Ｐ，が辺，上にある場合

　　　，とすると，＜，＜
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とおくと　 ･
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　　　は，，


のとき最大値


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　　　　　 のとき最小値をとる。

　　Ｐ，が辺，上にある場合

　　　，とすると，＜，＜　また　
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　　　以下と同様にして，は

　　　　　，のとき最大値， のとき最小値をとる。

　　Ｐ，が辺，上にある場合

　　　，とすると，＜，＜　また　
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のとき最小値をとる。

　～をまとめると，が最大となるのはがを通る中線のときで最大値は 


，

　最小となるのはのときで最小値はである。


